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発表内容 

 本年度のシステム開発 

•栽培管理 

•警戒情報 

 本年度の運用実験 

•ユーザ分析 

•アクセス分析 

• メール配信 

 課題 



システム開発 

生育予測 

いもち病 

葉いもち病 

穂いもち病 

栽培管理 

1週目： 
7日平均気温 

2週目： 
7日平均気温 

低温障害 

低温障害 
モデル 

2週目： 
低温警戒確率 

高温障害 

高温障害 
モデル 

2週目： 
高温警戒確率 

紋枯病 
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栽培管理 

育苗 

•４月 

田植え 

•５月 

活着期 

•生育モデル開始
（＝田植え）から２
週間 

分げつ期 

•葉齢モデルの幼穂
形成期直前まで 

幼穂発育期間
（前歴深水） 

•葉齢モデルの幼穂
形成期になってか
ら花粉母細胞分化
期になるまで 
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幼穂発育期間
（危険期深水） 

•幼穂モデルの花粉
母細胞分化期を過
ぎてから出穂期の
直前まで 

開花・受精期 

•玄米モデルの出穂
期になってから乳
熟期の直前まで 

登熟初期 

•玄米モデルの乳熟
期になってから糊
熟期になるまで 

登熟後期 

•玄米モデルの糊熟
期を過ぎてから成
熟期の直前まで 

成熟期以降 

•玄米モデルの成熟
期になってから 

7日移動平均気温（1週目予測，2週目予測）をもとに情報提供 



栽培管理：情報の表示 

 1週目，2週目 

• 7日平均気温による生育段階毎の警戒温度 

 低温限界，低温，低温警戒，標準，順調，高温 
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栽培管理の警戒メール 

低温 

1週目の7日移動
平均気温 

各ステージでの警戒
温度による低温判断 

2週目の7日移動
平均気温 

1週目の低温判断＋
20℃以下の確率30%

以上の場合 

【試行】その後[FT=9
の初日]から1週間程
度も気温の低い状態
が続く見込みです。
最新の情報に注意し

てください。 
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高温 

1週目の7日移動
平均気温 

各ステージでの警戒
温度による高温判断 

2週目の7日移動
平均気温 

1週目の高温判断＋
27℃以上の確率30%

以上の場合 

【試行】その後[FT=9
の初日]から1週間程
度も気温の高い状態
が続く見込みです。
最新の情報に注意し

てください。 



2週目：警戒確率の警戒メール 

低温確率 

2週目の20℃以下確率
が平年の出現確率より
大きく、かつ20%以上の

場合 

この先の低温に注意してくださ
い。[FT=9の初日]からの7日平
均気温が20℃（低温障害発生
の目安）を下回る確率が○%と
高くなっています。なお、この時
期の平年の確率は○%です。最
新の情報に注意してください。 
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高温確率 

2週目の27℃以上確率
が平年の出現確率より
大きく、かつ20%以上の

場合 

この先の高温に注意してくださ
い。[FT=9の初日]からの7日平
均気温が27℃（高温障害発生
の目安）を上回る確率が○%と
高くなっています。なお、この時
期の平年の確率は○%です。最
新の情報に注意してください。 



本年度の運用実験 

 ユーザ分析（2012.8.10まで） 
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個人, 106 

県, 67 

省庁, 23 

民間企業, 13 

農業共済, 12 

農協, 12 

村, 3 
財団法人, 3 教育機関, 3 市, 2 

社団法人, 1 

N=245 
（9/24現在：260） 



ユーザ分析（2012.8.10まで） 

 東北6県の割合 
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岩手県, 83 

宮城県, 47 

秋田県, 44 

山形県, 31 

福島県, 23 

青森県, 17 

N=245 



メール配信 
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日付 件数 

警報 

いもち病 栽培管理 低温障害 
2週目予測 
低温確率 

高温障害 
2週目予測 
高温確率 

紋枯病 

6/27 74 41 11 - - - - - 

7/4 138 16 18 - 69 - - - 

7/11 219 148 1 3 - - - - 

7/18 282 162 152 4 - - - - 

7/25 153 39 11 20 - 2 39 1 

8/1 229 49 110 18 - 25 12 24 

8/8 279 27 16 14 - 21 107 78 

8/14 301 180 128 9 - 32 31 - 

8/22 316 153 192 1 - 38 6 39 

8/29 276 48 161 1 - 29 - 96 

9/5 339 80 114 1 - 14 - 104 



アクセス分析（PC） 
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ユーザ操作 

2012/9/25 12 第6回ヤマセ研究会 



ユーザ操作別アクセス数 
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課題：情報提供 

 アクセス数 

•警戒メールは効果的だが，その内容により 
システムへの誘導率が異なる 

•警戒情報，配信方法等に工夫が必要 

 ユーザ管理 

•ユーザ管理作業の煩雑さ 

 メール配信ができないユーザが約50名 

 新規登録でのメールアドレスの間違いが増加 

 同一人物が複数回ユーザ登録 
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課題：システム開発 

 機能拡張 

•機能仕様を定めるのに時間がかかる 

•予測情報毎に機能拡張を行ってきたため， 
全体的に機能を連動できていない部分がある 

 情報量と使いやすさ 

•機能が増えると情報量は増えるが使いにくくなる 

•対象となるユーザ層をどこにするか 
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まとめ 

 本年度のシステム開発と運用実験 

•機能拡張 

•運用実験 

•課題 

 今後の予定 

•運用実験の終了後にアンケート実施 

 システム評価 

 システム改善 
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